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｢研究．
特異な個成長を示すイノセラムス（補遺Ⅱ）略報
野田雅之
Inocei召"us(Biformocei君"us)sp.nov.D.はじめに
さきに野田(2001)は特異な個成長を示す
イノセラムスの形態変化に8つのパターン
のあることを報告した．今年（2004)，札幌
の員田健次氏がクリーニング中に偶然あら
われたイノセラムスがこれまでとは異なる
形態変化のパターンを示すことに注目し，筆
者に資料としてそれを提供してくださった．
本論ではこの標本につきその特徴を記載し，
若干の考察を試みる．また，筆者が保管して
いた標本の2固体について再検討した結果
Inocerα"ms(Biformocerq耐us)〃批kawaiNoda
andHayakawaに同定されることがわかった．
これはただ1個の標本にもとづいて創設され
た種であるためにその変異や生存期間につ
いては詳らかでなかった．報告にあたっては
紙数の関係からその概要のみを記載し，詳細
については別の機会にゆずることにする．
本論を草するにあたり，野外調査や化石採
集にご指導，ご協力くださった九州大学名誉
教授松本達郎先生，三笠市の故村本辰雄氏，
故川下由太郎氏，貴重な標本を提供され，現
地を案内してくださった札幌の填田健次氏に
対し厚くお礼を申し上げる．
材料.KUM-JG.H4017左殻のみ．産地：北海
道幾春別菊面沢下流IK1276
KUM-TG:九州大学総合研究博物館で大分県
城南地質同好会より移籍されたもの．
標本の記載．殻高約114mm.恐らく等殻，前
後対称．未成期にはﾉ"oc．(Endocos花α）りﾌﾉｰ
cits(Whitfield),1877に似た特徴を示す．
すなわち，殻長が著しく殻高より長く横長い
輪郭を示す．膨らみが大きく，前部は側面よ
りやや角ばって屈曲し，接合面に対して垂直
に近い．殻頂は内側に巻きこんでいる．後背
部は急傾斜し，発達した翼状部とは明瞭に区
別できる.前縁は真直で前腹部で急に屈曲し，
ゆるやかに湾曲しながら成長軸との交点付近
で弧を描いて後縁へと続く．後縁と鮫線とは
鈍角をなす.鮫線は長く殻長の3分の2以上．
殻頂のやや後方からほぼ成長軸に沿って明瞭
な溝（殻の内肋）が走る．貝殻はほとんど剥
落して内型であるが，前部と前腹部に若干残
っており，輪郭に沿った肋が発達する.成体期
では殻の輪郭や膨らみ，表面装飾が急に変わ
り〃oc.(Cﾉadocera腕"s)japonicus〃り雌aido-
ensisNoda,1983の特徴を示すようになる．
すなわち，膨らみは小さくなり，前面は側面
から漸移し，かなり緩い角度で接合面と交わ
る．未成期の前部に比べるとその傾きの変化
は明瞭である．側面主部では成長軸の方向，
前後にかけて共になだらかで後背部の傾斜も
著しくない．翼状部は広く発達し，後背部か
ら漸移しその境界は明瞭ではない．前縁は真
直で長く，腹縁は弧を描き後縁は真直にのび
て鮫線と鈍角をなす．鮫線は殻長の半分より
やや短い．成体期には成長軸は前方に向かっ
て湾入する．
古生物学的記載
InoceramidaeGiebel,1852
Inocerα腕"sSowerby,1814
8卯'･加ocerα"tusNodaandHayakawa
2001
???
模式種．Inocera腕“sα"α血/'Nodaand
HayakawaMS,1999
亜属の特徴．中型～大型．成長のある時期に
殻の膨らみに急激な変化が起こり，それをは
さんで未成期と成体期で輪郭，膨らみ，表面
装飾が種以上のレベルで不連続的に変化する．
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A第1図.Inoc.{Bifb/初D<c.)sp.nov.D.KUM-JG.H4017.x0.75.A:側面観.B:前面観
産地：北海道三笠市幾春別菊面沢IK1276(真田健次採集1980)
表面には同心肋と分Il皮肋が発達する，同心
肋は前面，側面主部の前半ならびに後背部～
翼状部にかけてよく発達する．分Il皮肋との交
点では癌状に隆起する．分岐肋は成長軸を境
として前方に向かうものと後方に1句かうもの
とがある．前方に向かうものは後方に向かう
ものよりやや早くあらわれはじめる．前方に
向かうものは途中でさらに分岐するものがあ
る．後方に向かうものは粗く大きくうねり，
かつ後方に強く湾曲する．成長軸に沿った断
面,未成期,成体期の横断面を第2図に示す．
個相対成長の検討．資料標本の殻長(1)と殻
高(h).殻幅(b)と殻高(h)について検
討した．これを第3図に示す．その結果を速
水・松隈(1971)にもとづいて検定した．ま
ず殻長・殻高の相対成長ではh=25iiiin前後を
境として，わずかに複相を示すことがうかが
われ，未成期では不偏長'I'lllの勾配がαが
1.032と優成長を示すが，成体期ではαが
0.866と明らかに劣成長を示す．ただし未成
期ではNが3と#極端に小さいために相関係数
rの値はほとんど意味をなさない．殻幅と殻
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高の関係では3相が予想される．未成期では
αが1.220と催成長，次いで0.225と極端に
劣成長，さらに成体期では0．842と劣成長，
いずれにしてもN数が小さいので相関係数の
信頼度は高くない．
近縁種との比較．ノ"oc.iBifoﾉ･"'o“ﾉ．α"'"＆
にはその形態変化に8つのパターンのあるこ
とはすでに公表した（野田,2001).この度扱
った標本は未成期は〃7oc.{Endocostea)の特
徴を示し，成体期には/"oc.(Cﾉα"o“ﾉ．α"ins)
の特徴を示すもので公表種の何れにも該当し
ない9番目の形態変化のパターンを示すもの
で明らかに新種と認定されるものである．種
名についてはここでは差しひかえたい．
備考．資料とした標本KUM-JG.114017は
左殻のみであるが成体期に相当するノ"oc．
[Cladoc.)japonicusルokka/"oensisの両殻のそ
ろったきわめて保存のよい標本KUM-JG.
113082(野田,2002.p.28.pll2,fig.1a,
b)の観察によると両殻の肋と肋，肋間と肋
間とが対応し接合面は平面をなしている．
§C坐
第2図.Inoc．(Biformoc.)sp.nov.D.の断
面.A:成長軸に沿う断面.B:未成期における
最も殻幅の大きい部分で成長軸に直交する断面
C:成体期における最も殻幅の大きい部で成長軸
に直交する断面.D:成体期における最も広い部
分で成長軸に直交する断面．aは前部.Bは後部
このことは従来の認識では両殻の分岐肋の肋
と肋間が交互にくいちがい接合面は波状をな
すと考えられていたこととは矛盾する．その
ため縁辺では肋の部分が突出し，肋間の部分
が湾入して肋の粗いものではアヒルの水掻状
細かいものではさざなみ状をなす．もし資料
標本が両殻のそろった閉殻の状態であるなら
ばこのような縁辺の状態が予想される．
産地・産状.Loc.IK1276は北海道幾春別地
域桂沢湖菊面沢下流の右岸にある．平常は湖
水面下にあるが夏季渇水期には露出する．上
部エゾ層群ユニットⅢdの砂質シルト岩層中
の石灰質ノジュール中に含まれる．付近から
はカンパニアン下部を示す化石が多産する．
時代．中生代白亜紀カンパニアン前期．た
だし，将来の野外調査，化石採集により前後
のひろがりが期待される．
n国【：
第3図.KUM-JG.H4017の個成長の解析
ﾉ"o“rα"ms(β《fo'･"'0“rα"ms)灯放〃αwaiNoda
andHayakawa
1999.Inoceγαm"s(Subgen.nov.)nikkawai
NodaandHayakawaMS大分地質学会誌
第5号,p.17-19,pi.5,fig．3,text-
fig.13.
2001．〃o“rα"ms(Bifonnoce『α加us)nikkawai
NodaandHayakawa,野田,大分地質学会誌，
第7号p.48,49,fig.5.
完模式標本．MCM.A742北海道三笠市立博物館
標本.KUM-JG.113543は同石膏模型．産地：北
海道留萌郡小平町川上勝景橋上流T1211.層
準：上部エゾ層郡中部羽幌川層MHs2部層の
やや下位の砂質シルト岩層赤褐色シデライト
ノジュール中．時代：中生代白亜紀コニアシ
アンとサントニアンの境界近く，コニアシア
ン最上部．
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材料.KUM-JG.113853.左殻のみ，幾春別jII
支流夕張越沢1K8388,KUM-JG.112811.右殻．
幾春別川本流．桂沢湖より上流の道路沿い
IK1515.
標本の記載．やや大型で未成期の特徴は
Inoc.{/noc.)cuvieﾉ･jSowerby，1822に似る
(Woods,1912,p.321,fi9.79).すなわち，
殻高が殻長よりやや大きく，膨らみは成長軸
の方向，前後にかけてともにやや大きい．前
部は接合面に対して急傾斜し，殻頂に近づく
につれて次第に垂直に近くなり殻噛部では蛮
入する．側面主部では前後対照的に膨らみ前
部とは丸味を帯びて移行する．後部から後背
部にかけてはやや急に傾斜し，よく発達した
翼状部との境界は明瞭である．殻頂はかなり
大きく内側に巻きこむ．前縁は真直で長く，
前腹部でゆるく湾曲しながら弧を描く腹縁へ
と続く．後腹部ではやや急に屈曲し，真直な
後縁を呈して鮫線と鈍角をなして交わる．鮫
線は長く殻長の3分の2前後．外層が失われ
ているので繊細な表面装飾は詳らかでないが：
粗い同心状の起伏や肋があり，頂部は丸味が
あり肋間は凹んでいる．膨らみが急に変化し
たあと特徴はノ"OC.{P/α〃“ﾉ．α"ms)α"'αkus-
e"蝿NagaoandMatsumoto,1940のそれに類
似してくる．すなわち，殻の膨らみは扇平と
なり，前部では接合面に対してゆるやかに傾
斜し，後背部では漸移して翼状部に至る．絞
線は殻長の3分の2よりやや短い．成長軸の
傾きは成長につれて徐々に角度が大きくなり：
輪郭は成長につれて次第に縦長になっていく
肋は低く頂が尖っており強さ，間隔ともに不
規則である.それらの上に同心輪がかさなる．
第4図に成長軸に沿った断面，未成期，成体
期の横断面を示す
鉛･電雲：_‘蛍
第4図・ノ"oc.{Biformoc.）〃jkkaw“NodaandHayakaWaMS,1999．KUM-JG.H3853.x0．涯
A:側面観.B:前面観．産地：北海道三笠市幾春別川支流夕張越沢IK8388(松本達郎
村本辰雄，野田雅之採集1985)．
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備考．資料とした2個の標本は何れも未成
期の特徴がノ"oc.(ﾉ"oc.)citvieri.成体期の特
徴がﾉ"oc.{P/α〃c.)α腕αkusenseなに類似して
いる．この形態変化のパター ンはmorphotype
D(野田,2001)としたノ"oc.{Biformoc.)
"放kawaiのそれに比較される．したがって，
これらの標本はノノtoe.{Biformoc.)nikkawai
に同定される．該種は北海道小平地域のコニ
アシアン最上部から産出した1個の標本にも
とづいて創設された種であるためにその変異
や生存期間については明らかでなかった．こ
の度の標本によって変異の範囲がある程度明
らかにされるとともに，形態変化を起こす時
期も固体によって異なることが明らかになっ
た．
(Jirnbo)などと共存する．
Loc.IK1515.北海道三笠市幾春別川本流沿
いの道路．上部エゾ岩層群ユニットⅢd・砂
質シルト岩屑．ノ"oc.{ﾉ"oc.)cf.uwa/"e"”
Yahara,elongatefrom,Po卯"choceras{P.)
cf.pusudogα""""畑(Yokoyama)を同じノジュ
ール内に伴う．また,付近のⅢd層中よりノ"oc．
{p/α"c.)α川αkusens耐を量産する．
時代．以上の産地で本種に随伴する化石に
はサントニアン階を指示するものが多いこと
からその時代は白亜紀後期サントニアンと考
えられる．完模式標本の時代がコニアシアン
末期であるのでその生存期間がサントニアン
までのびることが確認された．
論議
本論でノ"oc.{Biformoc.)sp・nov.Dとされ
たものは未成期には〃oc.{EndりCOS花α）の特
徴を示し，成体期にはノ"oc.(Cﾉadocera伽"s)
の特徴を示す.1固体の成長の過程で異なっ
たタクソンに移行するということは全く不合
理である．この標本が示す2つのタクサには
現生物学からみて本質的な差異は存在しない
ということになる．これを先に検討した(野田，
2001)形態変化の8パターンとあわせて考え
るとイノセラムスの分類には再検討が必要で
あるということを強く感ずる．しかし，分類
の基準に大きく制約をうける化石を素材とす
る古生物学では便宜上形態的特徴を重視して
分類を試みることもやむをえないなりゆきと
思われる．これにしたがってイノセラムス分
類について論議をすすめるならば，有効名を
付した原著者が〃o“ﾉ｡α""｛sSowerbyの亜種
として位置付けた多くのタクサが最近独立し
た属に格上げして扱われる傾向に対して少な
からず疑問が生じてくる．少なくとも〃?oc．
{Bifoﾉ･"'o“'α""is)に関連したタクサについ
ては，前述の理由からノ"o“ﾉ．α瓶“の亜属とし
て扱われるべきであろう．
イノセラムスは足糸をもって海底に定着
し，運動機能をもたない．それゆえに環境の
????
△ 垂＝〒－
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第5図．ノ"oc.{Bifo""oc.）〃j雌awai,KUM-JG.H38
53.KUM-JG・H2811の断面図.A:成長軸に沿う断
面.B:未成期の最も殻幅の大きい部分で成長軸に
直交する断面.C:成体期における最も広い部分で
成長軸に直交する断面．aは前部‘pは後部．
産地・産状.Loc・IK8388.北海道三笠市幾
春別川支流夕張越沢の右の小沢．上部エゾ層
群ユニットⅡId砂質シルト岩層．ノ"oc．
{Cordicerα"",s)cordiformisSowerby,/"oc
{PIα〃c､）畑α"fe/〃d'Mercey,ノ"oc.{PIα〃c､）
α"wkusensisNagaoandMatsumoto,Spheno-
“ﾉ．α'""s〃α""Iα""ノ(Yokoyama),Gα"dノツCe'･“
denseplicati""(Jimbo),Mesopuzosiayubαﾉで"sJ､s
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変化に対して有効に対応できるよう広い適
応'性が予想される．ノ"oc.(β卯ﾉ･",｡“rα"ms)
の個成長にみられる不連続的な形態変化は，
その一生の間に起こった環境の変化，生活姿
勢の変更に対応した結果を反映したものと
考えて差支えなかろう．このことはノ"oc．
{B姉ﾉ･加oce'．α腕"s)がイノセラムスの生態や
機能形態を解析する上で具体的な証左とな
りうることを強く示唆している．
参考文献
速水格・松隈明彦,1971:化石の計測と統計
一アロメトリーと個体変異の解析一．九州
大学理学部研究報告(地質),10巻,3号．
p、135-160.
Nagao,T・andMatsumoto,T.,1940:Amonograph
oftheCretaceousInoceramusofJapan,
part2．Joui？"alof･彫“〃y,ofScience,
比kkaiのI”〕eriaj助iversity,Ser.4,
vol、6,no.1,p・1-64,pis、1-22.
野田雅之,2001:白亜紀二枚貝イノセラムス
の雰型現象について，大分地質学会誌，第
7号．
野田雅之，2002：九州大学総合研究.博物館に
起草された大分県城南地質同好会のイノセ
ラムス標本目録．大分地質学会誌特別号，
第7集,p.1-119,pis.1-16.
野田雅之・早川浩司,1999:特異な個成長を
示すイノセラムスー特にその分類学的，系
統学的，地質学的意義一．大分地質学会誌
特別号，第5号,p.31-41,pis.1-16.
野田雅之・早川浩司,2001:特異な個成長を
示すイノセラムス(補遺).大分地質学会誌，
第7号,p.3-42,pis.1.
Woods,H､,1919:AmonographofLamelli-
branchiaofEnglanf.Inoceramus.Pala-
eontologjcaノSociety,Monograp〃,vol.2,
part8,P.285-340,pis,51-54.
～～～～～＊～～～～～＊～～～～～＊～～～～～＊～～～～～＊～～～～
－7－
